	テーマ
	自閉症（外見から分かりにくい・知的障害を伴わないタイプを中心とした）への様々な支援 　中級コース　　－ワークショップ形式による－　

	お勧め文
	自閉症は知的障害を伴うものから、知的障害を伴わないものまで幅広いことが知られています。知的障害を伴わないものは「外見からは分かりにくい障害」として、対象外でしたが、発達障害者支援法が施行されてからこれらの人々も支援の対象になってきました。殊に昨年12月3日に障害者自立支援法の一部改正が成立し、発達障害者も対象とすると明記されました。知的障害を伴わない発達障害をもつご本人や家族・関係者への支援はその量と質を高めることとなります。
　知的な障害を伴わない自閉症児者が抱える困難は幼小児期から成人期まですべてのライフステージで続きます。支援がうまく行かなければ、様々な不適応をきたし、社会的な困難に直面することが指摘されています。自閉症児者は、一人一人抱える困難は異なっています。彼らが抱えている困難を十分に理解し、彼らの論理にのっとった対応や適切な環境を用意することが重要です。一人ひとりの論理を理解し、以上の視点に立った具体的な支援を考える必要があります。

本年度は、「日常使える具体的な支援」を念頭に、自閉症児者のライフステージの様々な段階で、前述の視点に立った支援の第一線で活躍されている方々に講師をお願いしました。また、当事者・保護者からもお話をうかがい、今後の支援に役立つ手法を勉強したいと思います。さまざまな分野で自閉症児者とかかわっている方々の参加を期待しています。　　　　　　　　　　　　
市川　宏伸　【東京都立小児総合医療センター顧問】


	開催曜日・定員
受講料・場所・時間
	水曜日／定員４５名
／受講料１０，０００円／財団８階講義室／18：30～20：00

	開催日
内容

講師（敬称略）

主な著書

など


	第１回　２０1１年　７月　６日　　医療における支援　　　　　
　市川　宏伸 ： 東京都立小児総合医療センター顧問
　 主な著書：
「子どもの表情・しぐさ・行動がちょっと変だな？と思ったとき読む本」（単著）主婦と生活社　2007

「知りたいことがなんでもわかる　子どものこころのケア」(編著)　永井書店　2004　
「広汎性発達障害の子どもと医療」（単著）かもがわ出版　2004

第２回　２０１１年　７月１３日　　就学前後における支援　　　　
本田　秀夫 ： 山梨県中央児童相談所医師
　  主な著書：
　　「専門医のための精神科臨床リュミエール19
：広汎性発達障害－自閉症へのアプローチ」（分担執筆）2010　中山書店
　「子どもの心の診療シリーズ１．　子どもの心の診療入門」（分担執筆）2009　中山書店

　「臨床精神医学講座　Special　Issue　第11巻、精神疾患と遺伝」（分担執筆）2000　中山書店
第３回　２０１１年　７月２０日　　通常学級における支援　　　　　
　田中　博司 ： 杉並第九小学校教諭
　　
第４回　２０１１年　７月２７日　　就労における支援　　　
　小川　　浩 ： 大妻女子大学教授　　
　 主な著書：
　「ジョブコーチ入門」（単著） エンパワーメント研究所　2001

「職業リハビリテーション入門」(分担執筆)　協同医書出版社 2001

「ジョブコーチ実践マニュアル」（編著） エンパワーメント研究所 2000
第５回　２０１１年　８月　３日　　当事者・家族の望むこと　
　尾崎　ミオ ： ＮＰＯ法人　東京自閉症協会理事

　アスペルガー当事者　

　市川　宏伸 ： 前　掲
　 主な著書： 
（尾崎ミオ）

「子どもたちの叫び－児童虐待・アスペルガーの現実」(共著)ＮＴＴ出版 2007
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